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今
年
2
月
、
福
祉
等
推
進
の
た

め
に
と
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
ま
し

た
。今

年
5
月
、
町
政
発
展
の
た
め

に
と
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
11
年
4
月
か
ら
交
通
指
導

員
と
し
て
、
交
通
事
故
防
止
に
尽

力
さ
れ
る
と
と
も
に
交
通
安
全
の

推
進
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
9
年
11
月
か
ら
教
育
委
員

と
し
て
、
ま
た
平
成
16
年
10
月
か

ら
は
教
育
委
員
長
と
し
て
教
育
の

向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
11
年
度
か
ら
12
年
度
お
よ

び
17
年
度
は
P
T
A
副
会
長
と
し

て
、
平
成
18
年
度
か
ら
19
年
度
は

P
T
A
会
長
と
し
て
教
育
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
11
年
5
月
か
ら
議
会
議
員

と
し
て
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
委
員
長
内
田
武
氏
の
勇
退
に

伴
い
、
新
し
い
委
員
長
に
澤
田
誠

一
氏
が
11
月
1
日
付
で
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

澤
田
氏
は
平
成
20
年
12
月
に
教

育
委
員
に
就
任
し
、
町
の
教
育
の

充
実
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

村山　正弘氏

（中央）

内田　武氏

（小針内宿）

青木　久男氏

（下郷）

表彰されたみなさん

大熊　広�氏

（小貝戸）
中原　敦子氏

（小針内宿）

�本　ふじ氏

（若榎）
稲橋正兵衛氏

（下郷）

教
育
委
員
会
委
員
長
に
　
澤
田
誠
一
氏

町
功
労
者
を
表
彰

町
功
労
者
を
表
彰

町
功
労
者
を
表
彰

町
功
労
者
を
表
彰

町
功
労
者
を
表
彰

町
功
労
者
を
表
彰

町
功
労
者
を
表
彰

町
功
労
者
を
表
彰

町
功
労
者
を
表
彰

町
功
労
者
を
表
彰

11
月
7
日
に
町
発
展
の
た
め
に

功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
し
ま

し
た
。

今
年
度
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の

5
名
で
す
。

（まなびピア埼玉2009主催事業）�
（第20回埼玉県芸術文化祭協賛事業）�

第35回伊奈町美術展覧会（町展）の受賞者�
　10月27日から11月1日にかけて開催された町展には、5つの部門に合わせて
132点の応募があり、次の方々が受賞されました。（敬称略）�

第35回町展特選入賞者ならびに特別賞受賞者�

町長賞�
議会議長賞�
教育長賞�
教育長賞�
教育長賞�
埼玉芸術文化祭実行委員会長賞�
35周年記念賞�
商工会長賞�
観光協会長賞�
文化協会長賞�
美術家協会長賞�
特別賞�

寒河江　一�
蓮実　市郎�
落合　祥二�
下山　尋利�
氷室　佰水�
小林　雄樹�
小林美砂子�
越部　英子�
廣谷　幹雄�
糸永　　宏�
加藤　　智�
牧田　純子�

豊穣の輝き�
信楽水指�
人物�
ひなたぼっこ�
あけぬれば�
愛のままで�
手織りつるバラ�
そよぐ�
峠沿線の建造跡�
ニューヨークの喧騒�
危機�
風景河津�

写真�
工芸�
洋画�
洋画�
書道�
洋画�
工芸�
工芸�
洋画�
洋画�
写真�
洋画�

賞�

特
　
選�

氏　　名� 題　　名� 種別�

細井　行雄氏
（南本）

細井氏は、長年にわたり視聴覚障害
者に対する奉仕活動を行っているほ
か、地域防犯パトロール員として地域
の防犯活動に取り組んでいます。
このたびの受賞は、その長年にわた
る社会貢献活動が認められたものです。

�日本善行会
善行表彰を受賞
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町
で
は
、「
第
5
次
伊
奈
町
行

政
改
革
大
綱
」の
策
定
に
あ
た
り
、

大
綱
（
案
）
を
公
表
し
、
皆
様
か

ら
の
意
見
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

●
募
集
期
間

12
月
4
日
�
〜
平

成
22
年
1
月
5
日
�
ま
で

●
意
見
の
提
出
者
の
範
囲

町
内

在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
、
町

内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を

有
す
る
方

●
公
表
方
法

役
場
企
画
課
、
図

書
館
、ふ
れ
あ
い
活
動
セ
ン
タ
ー

（
ゆ
め
く
る
）お
よ
び
県
民
活
動

総
合
セ
ン
タ
ー
出
張
所
で
の
閲

覧
※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

h
ttp
://w
w
w
.to
w
n
.sa
ita
m
a
-

in
a
.lg
.jp

●
提
出
方
法

大
綱
名
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
意

見
を
添
え
て
、
役
場
へ
持
参
ま

た
は
郵
便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電

子
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
い
た
意
見
に
対
す
る
町

の
考
え
方
等
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
担
当
課

で
一
括
公
表
し
ま
す
。

●
提
出
先

�
郵
便

〒
3
6
2
│
8
5
1
7
伊
奈
町

大
字
小
室
9
4
9
3
番
地

伊
奈
町
役
場
　
住
民
相
談
室

�
フ
ァ
ッ
ク
ス

0
4
8
│
7
2
1
│
2
1
3
6

�
電
子
メ
ー
ル

soudan@
tow
n.saitam

a-
ina.lg.jp

�
直
接
持
参

役
場
2
階
住
民
相
談
室

【
大
綱
（
案
）
の
内
容
に
つ
い
て

の
お
問
合
せ
先
】
企
画
課
　
政
策

企
画
担
当
　
9
２
２
１
５
・
２
２

１
６

10
月
25
日
、
消
防
協
会
上
尾
支

部
（
伊
奈
町
・
上
尾
市
）
の
消
防

団
と
消
防
署
合
同
の
特
別
点
検
が
、

上
尾
市
上
平
公
園
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
季
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

消
防
職
員
お
よ
び
団
員
の
士
気
高

揚
と
、
出
動
体
制
の
確
立
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
点

検
終
了
後
、
同
協
会
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
受
章
し
ま

し
た
。

（
敬
称
略
）

（
埼
玉
県
消
防
協
会
）

優
良
消
防
団

伊
奈
消
防
団

三
等
功
労
章

鈴
木
純
一
郎
（
部
長
）

矢
部
　
　
剛
（
班
長
）

（
上
尾
支
部
表
彰
）

二
等
功
労
章

荒
井
　
　
亮
（
班
長
）

田
口
　
　
充
（
団
員
）

三
等
功
労
章

東
　
　
健
太
（
団
員
）

精
勤
章

高
木
　
金
次
（
班
長
）

加
藤
　
岳
史
（
班
長
）

田
口
　
　
充
（
団
員
）

勤
続
章

鈴
木
純
一
郎
（
部
長
）

矢
部
　
　
剛
（
班
長
）

優
良
消
防
団
員

鈴
木
純
一
郎
（
部
長
）

元
東
京
消
防
庁
消
防
正
監

須
藤
氏
は
、
長
年
に
わ
た
り
消

防
行
政
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
た
び
の
受
章
は
、
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

戸
井
田
氏
は
、
長
年
に
わ
た
り

町
議
会
議
員
と
し
て
、
地
方
自
治

の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
受
賞
は
、
そ
の
顕
著

な
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

田
村
氏
は
、
蓮
田
市
と
伊
奈
町

で
教
育
次
長
を
歴
任
、
平
成
18
年

4
月
か
ら
は
小
針
北
小
学
校
校
長

と
し
て
学
校
教
育
振
興
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
の
受
賞

は
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

須藤　武紀氏

（栄北）
戸井田百合子氏

（大針）
田村　文男氏

c d

a b

c d

a b

c d

a b

c d

a b

c d

a b

c d

a b

c d

a b

c d

a b

c d

a b

町
民
コ
メ
ン
ト
制
度�

〜
み
な
さ
ん
か
ら
の

　  

意
見
を

　
　
募
集
し
ま
す
〜

〜
み
な
さ
ん
か
ら
の

　  

意
見
を

　
　
募
集
し
ま
す
〜上尾・伊奈合同消防特別点検が

行われました
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